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冒
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Ｏ
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冒
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ｚ
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冒
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ｚ
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六
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『
◎
旨
５
国
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０・・・・…・・はじめに

三
回
目
の
調
査
で
は
、
日
本
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
が
美
術
の
文
脈
で
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
て
き
た
の
か
を
探
る
こ
と
に
し
た
。
前
回
の
本
調
査

報
告
で
は
帥
年
代
後
半
に
お
け
る
同
時
代
の
美
術
が
音
楽
に
対
し
て
向
け
た
関
心
の
調
査
を
課
題
と
し
て
あ
げ
た
。
今
回
は
こ
の
課
題
に
関
連
す
る
ふ

た
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
音
楽
で
は
な
く
音
を
用
い
た
子
ど
も
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
作
家
と
と
も
に
行
っ
て
い
た
「
造
形
発
見
展
恥
音

と
造
形
』
展
（
こ
ど
も
の
城
、
１
９
８
６
年
と
１
９
８
７
年
、
以
下
「
音
と
造
形
」
展
）
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
日
本
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
の
先
駆
的
な
展
覧

会
と
い
え
る
だ
ろ
う
「
音
の
あ
る
美
術
」
展
（
栃
木
県
立
美
術
館
、
１
９
８
９
年
）
で
あ
る
。
両
展
は
い
か
な
る
背
景
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
企
画
さ

れ
た
の
か
。
こ
う
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
帥
年
代
後
半
に
両
展
に
桃
わ
っ
た
当
事
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
こ
ど
も
の

城
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
部
課
長
の
有
福
一
昭
氏
と
、
栃
木
県
立
美
術
館
学
芸
課
特
別
研
究
員
の
杉
村
浩
哉
氏
で
あ
る
（
共
に
府
書
き
は
現
在
の
も
の
、
以

後
敬
称
略
）
。
お
二
人
に
は
長
時
間
に
渡
り
興
味
深
い
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

本
調
査
報
告
で
は
「
音
と
造
形
」
展
、
『
音
の
あ
る
美
術
」
展
を
順
に
取
り
あ
げ
る
。
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
の
概
要
を
述
べ
た
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
と

づ
い
て
こ
れ
ら
の
開
催
経
緯
お
よ
び
背
景
を
ま
と
め
た
。

ま
ず
お
話
を
伺
っ
た
の
は
現
在
こ
ど
も
の
城
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
部
課
長
の
有
福
一
昭
で
あ
る
。
２
０
１
３
年
３
月
調
日
に
青
山
に
あ
る
「
こ
ど
も
の
城
」

事
業
部
で
お
話
を
伺
っ
た
。
有
福
は
美
術
大
学
卒
業
後
、
あ
年
開
館
時
か
ら
「
こ
ど
も
の
城
」
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
「
音
と
造
形
』
展
の
企
画
、
運
営

に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
一
-
一
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、
同
展
の
内
容
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
ア
ー
ト
の
文
脈
だ
け
で
は
な
く
教
育
を
念
頭
に
世
い
て
行
わ
れ
た
事

業
だ
っ
た
こ
と
、
帥
年
代
の
日
本
に
お
け
る
音
楽
、
音
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
展
示
の
状
況
、
と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
セ
ゾ
ン
文
化
の
一
部
か
ら
色
挫
く
影
騨

を
受
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

１
：
．
：
：
：
「
音
と
造
形
」
展
（
こ
ど
も
の
城
、
１
９
８
６
年
と
１
９
８
７
年
』
の
場
合 ［澗盃報告］
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『
造
形
発
見
展
蝿
音
と
造
形
」
展
は
こ
ど
も
の
城
造
形
事
業
部
の
「
造
形
発
見
展
」
シ
リ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
１
９
８
６
，
１
９
８
７
年
の
二
回
、
夏
休
み

の
時
期
に
開
催
さ
れ
た
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
を
掲
げ
（
次
節
参
照
ゞ
鑑
批
、
体
験
、
制
作
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
複
合
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

形
式
を
取
っ
て
い
た
。
１
９
９
６
年
に
同
事
業
部
が
出
版
し
た
冊
子
「
音
体
験
」
の
な
か
で
、
同
展
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

同
展
に
参
加
し
た
作
家
に
は
、
鈴
木
昭
男
、
松
本
秋
則
、
加
藤
到
、
言
エ
ペ
言
ご
蟹
、
金
沢
健
一
、
吉
村
弘
、
枇
尾
哲
生
ら
が
い
た
。
作
家
た
ち
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
必
ノ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
ジ
ェ
」
、
「
音
具
」
と
し
て
展
示
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
多
く
に
触
っ
て
音
を
出
し
、
淡
奏
す
る
こ
と
が

で
き
た
（
画
像
１
，
２
）
。
展
示
物
に
は
秋
山
邦
晴
ら
が
多
摩
美
術
大
学
で
復
元
し
た
「
イ
ン
ト
ナ
ル
モ
ー
リ
」
や
、
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
ジ
ェ
の
写
真
と
録
音
な
ど

も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
作
家
の
作
品
に
混
じ
っ
て
、
造
形
事
業
部
ス
タ
ッ
フ
が
創
作
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
音
具
」
が
置
か
れ
て
い
た
（
画
像
３
）
。
こ
れ
ら
は
音
の
出

る
玩
具
や
メ
デ
ィ
ア
、
子
ど
も
の
音
遊
び
か
ら
発
想
を
得
た
音
具
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
ス
タ
ッ
フ
の
手
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
、
壁
や
天
井
を
埋
め
る
大
掛
か

り
な
も
の
も
あ
っ
た
。
会
場
に
設
世
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
民
族
楽
器
も
置
か
れ
て
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
松
本
の
指
導
の
下
、
子
ど
も
た

ち
は
音
具
を
自
分
の
手
で
創
作
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
、
開
館
中
は
、
い
つ
で
も
ス
タ
ッ
フ
考
案
の
音
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
制
作
で
き
た
。

以
上
の
よ
う
な
展
示
に
加
え
て
、
各
作
家
が
組
織
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
鈴
木
昭
男
は
「
音
の
展
覧
会
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
子

１
．
１
１
概
要

一

１

２

３ ２ １

横
尾
哲
夫
〈
キン
コ
ン
カ
ン
〉

松
本
秋
則
〈
永
久
こ
だ
ま
装
置
〉

ス
タ
ッ
フ
が
制
作
し
た
く
お
し
ゃ
べ
り
パ
イ
プ
〉

３

0”０６石



動
を
ひ
と
つ
の
機
会
で
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
だ
。

ど
も
た
ち
に
即
興
的
に
絵
を
猫
か
せ
、
そ
れ
を
い
わ
ば
楽
識
の
よ
う
に
使
っ
て
創
作
楽
器
「
ア
ナ
ラ
ポ
ス
」
の
浪
奏
を
披
礁
し
た
（
画
像
４
）
。
吉
村
弘
の
「
耳

を
す
ま
す
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
吉
村
の
制
作
し
た
空
き
缶
を
つ
な
い
で
筒
状
の
楽
器
を
使
っ
て
簡
単
な
ル
ー
ル
に
も
と
づ
く
偶
然
を
取
り
入
れ
た
合
奏

を
行
っ
た
（
画
像
う
）
。
子
ど
も
た
ち
は
座
っ
て
鑑
蛍
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
淡
奏
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
作
家
、
子
ど
も
た
ち
、
ス
タ
ッ
フ
が
織
り
成
す
同
展
が
非
常
に
複
雑
で
柔
軟
な
櫛
造
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
子
ど
も
た

ち
は
、
展
示
を
鑑
賞
し
、
作
家
や
他
の
子
ど
も
の
ハ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
鑑
批
し
、
音
具
を
体
験
、
制
作
、
淡
奏
、
合
奏
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
多
岐
に
渡
る
活

後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
有
福
に
よ
る
と
展
示
に
は
音
を
発
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
子
ど
も
た
ち
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
作
品
や
音
具
が
選
ば
れ
た
。
シ
ン
セ

４

Ｉ

ｑ

声
式

５

４
唖
鈴
木
昭
男
の
イ
ベ
ン
ト
〈
音
の
展
覧
会
）

５
平
吉
村
弘
の
イ
ベ
ン
ト
〈
耳
を
す
ま
す
〉



「
音
と
造
形
』
展
に
は
子
ど
も
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
必
ノ
に
加
え
て
、
一
般
成
人
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
音
等
彫
刻
の
よ
う
な
創
作
楽

器
を
演
奏
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
三
人
組
ユ
ニ
ッ
ト
、
フ
ロ
ム
・
ス
ク
ラ
ッ
チ
（
犀
。
目
芹
国
円
こ
や
鈴
木
昭
男
、
吉
村
弘
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
「
目
で
聴
く

パ
フ
ォ
ー
マン
ス
サ
ウ
ン
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
（
１
９
８
６
年
７
月
知
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
）
で
あ
る
。
同
イ
ベ
ン
ト
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
坂
本
随
一
ら
が
寄
稿
し
、

ピ
ー
タ
ー
・
バ
ラ
カ
ン
ら
の
紹
介
に
よ
っ
て
多
く
の
反
響
が
あ
っ
た
と
い
う
。

サイ
ザ
ー
の
よ
う
に
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
入
っ
て
い
る
」
も
の
は
避
け
ら
れ
た
。
と
は
い
え
テ
クノ
ロ
ジ
ー
を
ま
っ
た
く
排
除
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
加
藤
到
は
磁
気
テ
ー
プ
を
床
に
貼
り
、
磁
気
を
読
み
取
る
ヘ
ッ
ド
を
取
り
付
け
た
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
を
そ
の
上
に
走
ら
せ
た
。
鈴
木
昭
男
は
ラ
ジ
オ
の
ノ

シ
ョ
券
ノ
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
ど
も
の
城
は
、
そ
の
柿
落
と
し
の
時
に
ム
ナ
ー
リ
を
招
恥
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
且
。

こ
の
よ
う
に
、
「
こ
ど
も
の
城
」
は
基
本
的
に
は
子
ど
も
の
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
『
音
と
造
形
』
展
も
含
め
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
企
画
の
ほ
と
ん
ど
は
子
ど
も

の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
有
福
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
こ
ど
も
の
城
の
運
営
理
念
に
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
宙
２
口
。
冨
目
胃
昌
９
国
ご
巴

の
影
響
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ム
ナ
ー
リ
は
芸
術
家
と
し
て
の
活
動
の
な
か
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
非
常
に
愈
視
し
て
お
り
、
自
ら
も
頻
繁
に
ワ
ー
ク

１
．
３
１
１
１
背
景

有
福
に
よ
れ
ば
、
「
造
形
発
見
展
」
で
一
般
的
に
は
造
形
と
直
接
関
係
の
な
い
「
音
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
造
形
事
業
部
が
音
楽
と
は
別
に
、
造
形

の
隣
接
領
域
と
し
て
音
を
扱
う
活
動
を
位
置
づ
け
た
か
ら
で
あ
る
。
音
と
音
と
の
組
み
合
わ
せ
や
減
奏
で
は
な
く
、
音
が
出
る
仕
組
み
や
音
を
出
す
楽
器

の
櫛
造
が
重
視
さ
れ
た
わ
け
だ
。
「
音
と
造
形
』
展
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
「
音
楽
に
な
る
前
の
音
を
素
材
と
し
て
扱
う
こ
と
」
で
あ
り
、
「
音
楽
で
は
な
い
何
か
」
が

重
視
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
現
在
の
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
る
っ
。

本
と
造
形
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
こ
ど
も
の
城
の
活
勤
目
的
は
「
全
国
的
な
規
模
で
の
児
迩
館
活
動
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
立
案
・
実
施
に
い
た
る

ま
で
の
ノ
ウ
ハウ
を
各
地
の
児
童
館
な
ど
に
紹
介
し
、
そ
れ
を
も
と
に
情
報
を
交
換
し
あ
う
」
こ
と
で
あ
る
-
２
-
．
同
組
織
に
は
体
育
、
プ
レイ
、
造
形
、
音
楽
、

Ａ
Ｖ
（
オ
ー
デ
ィ
オ
＆
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
）
と
い
う
五
つ
の
事
業
部
が
あ
っ
た
。
各
事
業
部
は
基
本
的
に
単
独
で
企
画
を
行
い
、
と
き
に
協
力
し
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

造
形
事
業
部
の
趣
旨
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
形
の
識
別
の
力
、
色
彩
の
区
別
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
対
象
を
触
っ
た
と
き
に
感
じ
る
感
覚
、
物
の
運
動
に
対
す
る

感
じ
、
点
や
線
あ
る
い
は
平
面
か
ら
立
体
へ
の
発
想
、
量
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
感
覚
、
ま
た
聴
覚
や
味
党
な
ど
の
領
域
に
及
ぶ
感
覚
な
ど
」
「
感

性
の
世
界
を
体
験
」
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
造
形
事
業
部
で
は
「
子
ど
も
の
造
形
体
験
を
〈
素
材
Ⅱ
材
料
〉
の
側
面
か
ら
行
う
「
素
材
と
の
出
会
い

展
鳧
子
ど
も
の
造
形
体
験
を
〈
造
形
の
隣
接
領
域
Ⅱ
音
楽
・
科
学
な
ど
〉
の
側
而
か
ら
行
う
「
造
形
発
見
展
」
、
〈
素
材
・
道
具
・
技
法
〉
を
視
覚
を
通
じ
て

体
験
さ
せ
る
「
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
ヒ
と
い
う
三
種
類
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
仙
し
て
き
た
。
「
素
材
と
の
出
会
い
展
」
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
紙
と
造

形
」
「
木
と
造
形
」
「
土
と
造
形
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
そし
て
、
「
造
形
発
見
展
」
で
は
「
光
と
造
形
」
「
空
気
と
造
形
」
「
音
と
造
形
」
「
建
築
と
造
形
」
「
絵

１
．
２
１
開
催
経
緯

イ
ズ
を
拾
う
パ
フ
ォ
ー
マン
ス
を
行
っ
た
。

有
福
は
『
音
と
造
形
』
展
が
帥
年
代
の
日
本
の
状
況
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
語
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
は
美
術
と
音
の
接
点
は
い
く

0の'0兜



次
に
２
０
１
３
年
３
月
羽
日
に
栃
木
県
立
美
術
館
で
現
在
栃
木
県
立
美
術
館
学
芸
課
特
別
研
究
員
の
杉
村
浩
哉
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。
１
９
５
８
年

生
ま
れ
で
有
福
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
杉
村
は
１
９
８
５
年
に
栃
木
県
立
美
術
館
に
入
り
、
訓
才
で
『
音
の
あ
る
美
術
』
展
を
企
画
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ

て
、
こ
の
「
音
の
あ
る
美
術
」
展
も
こ
ど
も
の
城
「
音
と
造
形
』
展
と
同
様
、
市
民
教
育
ｌ
こ
の
場
合
、
美
術
館
に
よ
る
ｌ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
事
業
だ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

２
．
．
…
：
・
・
『
音
の
あ
る
美
術
」
展
（
栃
木
県
立
美
術
館
、
１
９
８
９
年
）
の
場
合

村
松
画
廊
、
と
き
わ
画
廊
な
ど
の
名
前
が
挙
が
っ
た
。

っ
も
あ
り
、
特
に
重
要
だ
っ
た
の
が
西
武
美
術
館
８
階
に
あ
っ
た
ス
タ
ジ
オ
２
０
０
だ
っ
た
。
収
容
人
数
２
０
０
名
程
度
の
同
施
設
は
先
端
的
な
映
像
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
あ
る
い
は
舞
踊
や
落
滞
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
仙
さ
れ
、
吉
村
弘
や
松
本
秋
則
、
鈴
木
昭
男
ら
も
し
ば
し
ば
出
演
し
て
い
た
。

こ
ど
も
の
城
開
館
前
か
ら
有
福
や
こ
ど
も
の
城
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
も
通
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
受
け
た
様
々
な
刺
激
を
こ
ど
も
の
城
の
事
業
に
活
か
し
て
い
っ
た

と
い
う
。
こ
れ
に
並
ん
で
、
同
じ
く
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
六
本
木
の
レ
コ
ー
ド
シ
ョ
必
ノ
雪
室
田
や
、
東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
鎌
倉
画
廊
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
山
口
、

映
し
た
。

「
音
の
あ
る
美
術
』
展
は
１
９
８
９
年
８
月
過
日
か
ら
９
月
型
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
国
内
か
ら
伊
藤
隆
康
、
言
エ
ペ
牛
島
達
治
、
金
沢
健
一
、
小
杉
武
久
、

鈴
木
昭
男
、
田
辺
光
彰
、
坪
井
昭
慾
、
藤
原
和
通
、
藤
本
由
紀
夫
、
本
郷
重
彦
、
増
田
感
、
松
村
要
二
、
横
尾
哲
生
、
吉
村
弘
が
参
加
し
た
。
ま
た
ジ
ョ
！
ジ
ョ
ー

ンズ言言月吻皀早ら観）、フェリックス・ヘス（瀞胃需いい画Ｓ造-）の作品や、ミラン・ニザック［ママ］（言一目穴口冒富農？）の《ブロークン・ミュージッ

ク》（１９８３年）のレコード、ラ・モンテ・ヤングＰ“三。言①ざ匡信軍這囲-）らの著作亨ンソロジー」（１９６３，１９７０年含己屋．））といった

資
料
、
さ
ら
に
「
音
と
造
形
」
展
に
も
あ
っ
た
イン
ト
ナ
ル
モ
ー
リ
の
再
現
も
展
示
さ
れ
た
（
画
像
６
，
７
，
８
，
９
）
。

展
示
作
品
の
傾
向
と
し
て
は
金
属
や
木
材
を
用
い
た
い
わ
ゆ
る
音
響
彫
刻
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
は
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
の
形
態
や
運
動
、
存
在
感
が
そ
こ
か

ら
鳴
る
音
と
並
ぶ
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
作
品
は
モ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
自
動
的
に
音
を
発
す
る
も
の
と
、
叩
く
な
ど
し
て
演
奏
で
き

る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
一
方
、
施
子
音
や
ス
ピ
ー
カ
ー
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
な
ど
、
オ
ー
デ
ィ
オ
装
世
が
中
心
と
な
る
作
品
は
小
杉
と
ヘス
の
作
品
だ
け
だ
っ
た
。

同
展
で
は
展
示
に
加
え
て
パ
フ
ォ
ー
マン
ス
、
レ
ク
チ
ュ
ア
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
必
ノ
な
ど
が
毎
週
末
に
開
催
さ
れ
た
。
鈴
木
が
パ
フ
ォ
ー
マン
ス
と
レ
ク
チ
ュ
ア
、
吉
村
は

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
ジ
ェ
を
制
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
必
ノ
、
胤
越
け
い
子
が
サ
ウ
ン
ド
ス
ヶ
ー
プ
に
関
す
る
レ
ク
チ
ュ
ア
を
行
っ
た
。
藤
原
和
通
は
バ
イ
ノ
ー
ラ
ル
・
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
使
っ
た
レ
ク
チ
ュ
ア
を
行
い
、
ま
た
彼
が
１
９
７
４
年
に
渋
谷
の
野
外
に
展
示
し
た
巨
大
な
音
具
《
音
郷
標
定
〉
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上

２
．
１
１
概
要

展
示
カ
タ
ロ
グ
に
は
庄
野
進
と
恩
地
元
子
、
ま
た
担
当
学
芸
員
の
杉
村
が
解
説
を
寄
稿
し
た
（
画
像
皿
）
。
「
眼
と
耳
が
交
差
す
る
時
」
と
題
さ
れ
た
庄

野
の
論
考
で
は
、
卯
世
紀
に
お
け
る
音
響
彫
刻
と
創
作
楽
器
の
歴
史
と
思
想
を
概
説
し
た
後
、
そ
の
流
れ
が
Ｂ
・
フ
ォ
ン
タ
ナ
や
Ｍ
・
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
サ
ウ
ン
ド
．

有
福
は
ま
た
当
時
、
未
来
派
に
対
す
る
関
心
の
拡
が
り
や
、
帥
年
代
前
半
に
「
サ
ウ
ン
ド
ス
ヶ
ー
プ
」
概
念
を
提
唱
し
た
レ
イ
モ
ン
ド
・
マ
リ
！
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー

声
畠
目
。
且
冨
昌
国
茂
、
冨
胃
弓
出
-
）
が
来
日
し
た
こ
と
な
ど
も
、
美
術
に
お
い
て
音
が
注
目
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
。

６
岬
伊
藤
隆
願
（
ト
ゲ
の
箱
〉
（
１
９
６
６
年
、
再
制
作

１９８４年）

７
”
小
杉
武
久
〈
五
十
四
音
点
在
〉
（
１
９
８
２
年
）

８噸坪井昭憲〈無題）（１９８８年）

９伽増田感〈音に向い〉（１９８３年）

扣
急
音
の
あ
る
美
術
」
展
カ
タ
ロ
グ



イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
恩
地
は
主
に
加
年
代
、
帥
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
に
お
け
る
、
音
や
音
楽
と
関
わ
る
美
術

展
を
紹
介
し
た
。
杉
村
は
美
術
館
に
お
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
利
用
な
ど
に
言
及
し
つ
つ
、
栃
木
県
立
美
術
館
の
活
動
や
同
展
の
ね
ら
い
を
解
説
し
て
い
る
。

杉
村
に
よ
れ
ば
、
同
展
は
成
人
に
も
子
供
に
も
人
気
で
入
場
者
も
比
較
的
多
か
っ
た
。
触
っ
て
音
を
出
せ
る
作
品
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
た
め
、
常
設
展
の
作

品
に
も
手
を
出
し
て
し
ま
う
子
供
た
ち
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
杉
村
は
同
展
を
振
り
返
っ
て
、
展
示
全
体
の
「
音
の
配
置
」
に
苦
労
し
た
と
語
っ

て
い
た
。
こ
の
問
題
は
現
在
も
音
を
使
っ
た
作
品
の
展
示
に
と
っ
て
未
解
決
の
課
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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２
．
３
１
背
景

「
音
の
あ
る
美
術
」
展
に
先
立
ち
、
栃
木
県
立
美
術
館
で
は
毎
年
夏
休
み
の
時
期
に
美
術
館
教
育
を
趣
旨
と
す
る
展
示
を
開
仙
し
て
い
た
（
「
背
鍛
」
で

詳
し
く
述
べ
る
）
。
同
展
の
二
年
前
、
１
９
８
７
年
に
企
画
さ
れ
た
「
彫
刻
動
物
園
』
展
は
「
夏
休
み
に
親
子
で
楽
し
め
る
、
体
験
型
の
現
代
美
術
の
展
覧
会
」

と
し
て
企
画
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
作
品
に
触
っ
て
楽
し
め
る
点
が
好
評
を
得
た
。
『
彫
刻
動
物
園
』
展
と
同
趣
旨
の
次
の
企
画
を
考
え
て
い
た
杉
村
は
同

僚
か
ら
、
同
展
の
評
価
を
受
け
て
触
覚
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
示
は
ど
う
か
と
提
案
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
杉
村
は
こ
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
展
示
案
が
思
い

浮
か
ば
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
思
い
つ
い
た
の
が
、
触
覚
で
は
な
く
聴
覚
、
音
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
覧
会
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
音
の
あ
る
美
術
」
展
は
そ
も
そ

も
美
術
教
育
の
必
要
性
か
ら
生
ま
れ
た
企
画
で
あ
り
、
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
展
、
ハ
イ
オ
ニ
ァ
た
ら
ん
と
す
る
意
志
も
、
同
時
代
の
音
を
使
っ
た
美
術
作
品
の

状
況
を
総
括
し
よ
う
と
い
っ
た
意
図
も
な
く
、
「
普
及
教
育
的
な
展
覧
会
だ
か
ら
こ
そ
肝
さ
れ
る
自
由
」
を
感
じ
な
が
ら
比
較
的
自
由
に
企
画
し
た
も
の

だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

２
．
２
開
催
経
緯

も
う
ひ
と
つ
の
共
通
点
は
、
有
福
と
杉
村
が
と
も
に
同
時
代
の
状
況
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
語
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
具
体
的
に
あ
げ

た
作
家
や
場
所
、
動
向
は
少
な
か
ら
ず
重
な
っ
て
い
た
。
杉
村
は
ま
ず
、
同
時
代
の
音
楽
の
勤
向
に
継
続
的
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

か
ら
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ィ
ー
・
ワ
ン
ダ
ー
、
さ
ら
に
当
時
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
、
環
境
音
楽
ｌ
ヴ
ライ
ア
ン
・
イ
ー
ノ
や
Ｅ
Ｃ
Ｍ
レ
ー
人
ル
、
民
族
音
楽
ｌ
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
聴
い
て
い
た
。

杉
村
は
ま
た
、
同
時
代
の
美
術
作
家
が
音
を
使
っ
た
表
現
を
展
開
し
て
い
く
状
況
を
追
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
前
回
と
前
々
回
の
本
鯛
姦
報
告
で
と
り
あ

げ
た
吉
村
弘
氏
や
「
サ
ウ
ン
ド
・
ガ
ー
デ
ン
」
展
、
雪
、
罠
の
活
動
は
「
音
の
あ
る
美
術
』
展
以
前
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
西
武
美
術
館
横
の
ア
ー
ル
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ン
で
は
「
音
具
」
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
杉
村
は
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
先
に
言
及
し
た
ス
タ
ジ
オ
２
０
０
に
は
、
就
職
し
て
栃
木
県
に
移
っ
て
か
ら
も
し

ば
し
ば
通
っ
て
い
た
と
い
う
。
当
時
か
ら
音
を
使
っ
た
作
品
を
展
示
し
て
い
た
鎌
倉
画
廊
や
村
松
画
廊
、
岡
崎
珠
子
画
廊
に
も
よ
く
足
を
運
ん
だ
。
杉
村
は

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
『
音
の
あ
る
美
術
』
展
の
出
品
作
家
を
選
ん
で
い
っ
た
。
藤
原
和
通
は
岡
崎
珠
子
画
廊
で
、
藤
本
由
紀
夫
は
大
阪
の
児
玉

画
廊
で
知
っ
た
と
い
う
。
フ
ェ
リ
ヅ
ク
ス
・
ヘ
ス
を
出
品
作
家
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
獣
気
が
彼
を
招
聰
し
た
か
ら

だった。
つである。

１
９
８
０
年
代
に
重
視
さ
れ
だ
し
た
美
術
館
教
育
の
流
れ
を
受
け
て
、
栃
木
県
立
美
術
館
で
は
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
始
ま
っ

て
い
た
。
例
え
ば
、
高
校
の
美
術
教
員
が
学
芸
課
に
所
属
し
美
術
館
教
育
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
「
彫
刻
動
物
園
』
展
や

「
音
の
あ
る
美
術
」
展
は
こ
う
し
た
動
向
を
背
景
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
栃
木
県
立
美
術
館
で
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
先
立
っ
て
、
音
楽
を
使
う
こ
と
で
「
開

か
れ
た
美
術
館
」
を
実
現
し
よ
う
と
試
み
、
１
９
７
２
年
の
創
立
後
ま
も
な
く
加
年
代
前
半
頃
か
ら
毎
年
数
回
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
仙
し
て
い
た
。
『
音
の
あ
る

美
術
」
展
の
前
年
、
１
９
８
８
年
４
ｉ
６
月
に
行
わ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
の
美
術
・
１
，
４
５
年
以
後
』
展
の
会
場
で
は
、
吉
村
弘
と
芦
川
聡
の
環
境
音
楽
を

Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
試
み
は
「
音
の
あ
る
美
術
」
展
カ
タ
ロ
グ
の
な
か
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
展
は
美
術
館
が
教
育
や
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
社
会
と
接
続
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
の
産
物
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
る
っ
。
こ
れ
は
同
展
と
こ
ど
も
の
城
『
音
と
造
形
』
展
の
共
通
点
の
ひ
と



一
こ
ど
も
の
城
の
加
年
声
財
）
児
童
育
成
協
会
、
１
９
１
７
年
３
月
別
日

こ
ど
も
の
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「
音
と
造
形
」
展
は
、
当
時
、
造
形
卑
業
部
長
・
岩
崎
補
（
現
ギ
ゴ
フ
リ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｍ
副
館
長
）
を
中
心
に
、
造
形
事
業
部
ス
々
ウ
フ
・
田
嶋
茂
典
（
元
愛
知
県
児
童
総
合
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
が
企
画
、
前

今
回
、
調
査
報
告
者
た
ち
は
二
つ
の
事
例
の
企
画
者
Ｉ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
で
、
開
催
の
経
緯
と
そ
の
背
景
を
調
査
し
た
。
ひ
と
つ
は
『
音
と
造
形
」

展
（
こ
ど
も
の
城
、
１
９
８
６
年
と
１
９
８
７
年
）
、
も
う
ひ
と
つ
は
豆
日
の
あ
る
美
術
」
展
（
栃
木
県
立
美
術
館
、
１
９
８
９
年
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
帥
年
代
後

半
に
同
時
代
の
美
術
関
係
者
（
造
形
事
業
部
ス
タ
ッ
フ
、
美
術
館
学
芸
員
）
が
音
に
関
心
を
向
け
た
事
例
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー

ト
の
先
駆
的
な
展
覧
会
と
い
え
る
だ
る
ぅ
。
こ
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
ま
ず
ど
ち
ら
も
教
育
を
趣
旨
と
し
て
企
画
さ
れ
た
展
示
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
ど
ち
ら
の
企
画
者
も
帥
年
代
の
東
京
を
中
心
と
す
る
美
術
・
音
楽
文
化
、
と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
セ
ゾ
ン
文
化
を
背
景
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
日
本
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
の
展
開
」
に
は
あ
る
種
の
美
術
教
育
（
美
術
を
通
じ
た
教
育
）
の
文
脈
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
海
外
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
の
展
開
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
日
本
独
自
の
特
徴
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
現
段
階
で

は
断
言
で
き
な
い
が
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
霊
日
と
造
形
』
展
と
『
音
の
あ
る
美
術
一
展
は
、
と
も
に
日
本
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
の
初
期
の
事
例
と

言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
開
催
経
緯
と
背
最
に
か
な
り
共
通
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
今
回
の
調
査
に
お
い
て
印
象
深
か
っ
た
。

現
段
階
で
は
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
べ
き
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
日
本
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
の
展
開
を
調
査
し
よ
う
と
す
る
本

研
究
の
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
帥
年
代
セ
ゾ
ン
文
化
と
日
本
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
の
展
開
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る

い
は
、
前
回
か
ら
の
積
み
残
し
と
し
て
、
関
西
の
動
向
、
海
外
の
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
か
ら
の
影
響
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
今
回
は
見

送
っ
た
、
日
本
に
お
け
る
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
の
史
的
展
開
の
厳
密
な
調
査
に
も
手
を
付
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
調
査
報
告
は
直
接
的
に
歴
史
記
述
を
志

向
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
下
地
と
な
る
調
盗
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
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乳
近
年
、
ム
ナ
ー
リ
の
迭
形
に
係
る
活
動
に
Ｒ
て
は
展
覧
会
が
測
鮒
さ
れ
る
な
ど
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
音
に
対
す
る
ム
ナ
ー
リ
の
関
心
に
Ｒ
て
は
資
料
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
記
し
て
研

究
状
況
の
不
備
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
く
。

３．…・・・・・まとめ

杉
村
は
「
音
の
あ
る
美
術
』
展
カ
タ
ロ
グ
で
庄
野
や
恩
地
が
紹
介
し
た
よ
う
な
海
外
の
サ
ウ
ン
ド
・
ア
ー
ト
を
ま
と
ま
っ
た
動
向
と
し
て
認
識
し
て
い
た
わ

け
で
も
、
そ
れ
を
日
本
に
紹
介
し
よ
う
と
し
て
同
展
を
企
画
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
開
催
経
緯
か
ら
も
、
杉
村
が
こ
う
し
た
作
品
を
専
門
的
に

研
究
し
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
展
の
企
画
は
、
杉
村
が
直
に
接
し
て
い
た
同
時
代
の
日
本
の
文
化
的
状
況
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

田
ち
ま
子
（
現
名
古
屋
芸
術
大
学
教
授
Ｎ
有
福
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
災
施
し
た
。
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、
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